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びんの多用途醐用

●教えて聞かせて減P3

　　　　　　　　　　τ漁

　　　　　　　　　　　，1

　　　　　　　　　　　口

騨糧畿翻齢：8躯　1

　　　　画ン1ぐ

●『リサイク几教室」出前論師費派遷します・環境絵日記一P8
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びん⑫声馳：躍測晒 碑葺舞 躍幸5 ，正訓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　幼い日、胸に大きな一升瓶をかかえ酒屋さんに

おつかいに走った記憶のある人も、今ではそう多　　聾

くはないでしょう。そう、かつて、びんは何度で
もくり返して使う貴重品で幡時代は移り、獣慾

横浜市では分別収集したびんのすべてを砕いてガ　　事

ラスの粒にし、新たに加工しています。月間約　　　　　　　顯

痛論離灘一体どんな物に聯

1　　　　　　　
牝
露
b
’
了 リター騰遡欝i雛再使用

　びんは3500年もさかのぼる昔から

人類と共にありました。大切にくり返

し洗浄し使用される（リターナブル）

のは、びんにとって当たり前のことだ

ったのです。最もエネルギーや資源の

浪費が少なく、環境への影響もおさえ

られるこのシステムは、リサイクルな

どという言葉さえなかった時代から人々

の暮らしの中にしっかりと根を下ろし

ていました。

　生協などの団体がガラスびん容器の

再使用の普及を推進しているほか、ビ

ールびんや宅配用牛乳びんなど、現在

でも限られた範囲内で再使用のルート

は確立していますが、その量は決して

多くはありません。持ち運びがたいへ

んで面倒だからとか、近くにひきとっ

てくれる酒屋がないなどの理由で、洗

うだけで再使用できるにもかかわらず

砕かれてしまうびんをどう救っていく

かが問題です。平成12年には、従来品

よりも3割から5割も軽量化された超軽

量びんが開発され、現状打開の一手と

して注目を集めています。

もう一度びんに

弩難聴
　前出のリターナブルびんは、たとえ

ばビールびんの場合30回以上もくり返

し使われますが、これに対し、1回だけ

使われたあと砕かれてしまうのがワン

ウェイびん。このワンウェイびんは、

無色、茶色、その他の色に分けられ細

翫ガ；課農痛主よ儲警◎）

現在、ガラスびんの原料の約8096がこ

のカレットです。カレットの使用率を

上げれば、けい砂、石灰石、ソーダ灰

などの貴重な天然資源を節約できます。

原料を10096カレットにすれば、びん

の生産にかかるエネルギーは2596カッ

トでき、二酸化炭素の排出量は半分に

減らせると言われています。

　近年、環境への負荷をおさえ地球温

暖化防止にも役立つカレットの使用量

を増やすため、かつてはびんの原料と

しては再使用が難しかった“その他の色”

のカレットについても、びんへの道が

探られてきました。平成3年に誕生した

エコロジーボトルは、その他の色のカ

レットを9096以上使用したもので、品

質は無色、茶色に限られていた従来の

再生ガラスぴんと何ら変わりありません。

『

　　エコロジーボトルの登場でびんへの再加工の道は広がりましたが、

　　それだけでは大量に発生するカレットは消化が困難です。びんを無

　駄なく利用するためには、ぴんという形にとらわれない全く違った

　分野への応用が必要とされています。

、　　たとえば建築材料。カレットを溶かして繊維状にしたグラスウー

　ルは、断熱材などに姿を変えています。カレットに粘土を混ぜて焼

　　き上げたタイルは、建物の外壁仕上材として重宝されています。さ

　　らに、今後ますます用途の拡大が見込まれるのが土木材料の分野で

　す。特に注目さ’れているのが、アスファルト舗装への利用。表層部

　の材料にカレットを加えることにより、路面が光を反射し、夜間や

　見通しの悪い交差点でもクルマや人が見やすくなり、事故防止に役

　立つのです。補修の際はアスファルトをはがして砕き、再びアスフ

　　アルト舗装の材料として利用できるとあり、かなりのリサイクル優

　等生と言えそうです。他に、公園などのカラー舗装への利用や、防

波堤工事に使う根固め用コンクリートブ

ロックの素材にもカレットが使われてい

ます。びんをはじめとする閏資源となる

もの”を分別収集する自治体は、同時に、

道路や公園といった公共事業の発注者で

もあることから、今後は官民一体となっ

た新しい土木材料の開発が進められるこ

とでしょう。土木材料としての利用は、

一度に大量のカレットを消費できるとい

うメリットも特筆すべき点です。

月刊リサイクルデサイン0 NO　10320034

　平成9年ごろを境にびん

の生産量はグッと減り続け

ています。同じころ、長く

平行線を保ってきたスチー

ル缶の生産量も落ち、アル

ミ缶はそれまでの増加傾向

に歯止めがかがり徐々に下

向きに。

　対照的に、ペットボトル

は急増しました。容器包装

資材の世代交代を如実に表

しているともとれる結果です。

そんな中、カレットの利用

量は毎年、少しずつですが

増加しており、市民のリサ

イクル意識の浸透ぶりがう

かがわれます。
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　製品の原料採取から廃棄、リサイクルまでの全過程

で環境に対する影響はどうなっているのかを比較すると、

エネルギー消費量も二酸化炭素発生量も、他の容器包

装資材に比べてびんは非常に低いことがわかります。

びんのなかでも、ワンウェイびんよりリ画一ナブルびん。

高いコストをかけて環境を汚しながらワンウェイびん（カ

レット）を生むよりも、リターナブルびんの利用を推

進すべきなのではないでしょうか。

　現在、99％が再利用されているビールびんは、保証

金制度を設けたための成功と言えるでしょう。このよ

うな、びんをお店に返せばお金が戻るデポジット制を

法制化する、再使用普及商品（牛乳、ビール、清涼飲料、

食酢など）のメーカーに課徴金を導入するなどの様々

な手段を講じ、再使用率のアップを図るのが得策と言

えそうです。

No　10320034 ②月刊リサイクルデザイ・
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。輪のなかで育。．，椴

　　　　　　　　　　　　　　占三ツ沢小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年3組

、隔世の感であります。小学生がテレビ会議をするらしい、

訪ねてみました。当日は少し回線の調子が悪く、音声が聞き

ごともありましたが、環境問題についてテレビ会議をしたと

、子どもたちの心にちょっぴり大人に近づいた誇らしい記憶

ζいくことでしょう。

　児童、教職員、父母が協力しあって

日ごろから熱心に環境問題やリサイク

ル活動に取り組んでいる三ツ沢小学校。

なかでも5年3組は総合学習のテーマと

してリサイクルを選び、一年を通じて様々

な角度がら調べ学習や研究を続けてき

ました。この分野に力を入れる担任

野間先生の指導はもちろんのこと、そ

こには他にもたくさんの人たちとの関

わりがありました。

　まずは、地域のリサイクル活動への

支援を行っている神奈川リサイクルコ

ミュニティセンター（エコライフかな

がわ）の助言。　「物を作りかえること

より、　物”自体を減らしていったほ

うがいいんじゃないつ」。それまでペ

ットボトルをシャベルなどに作りかえ

ることしか考えていなかった子どもた

ちが、その言葉によって方向転換し「1

週間に1本でも買う量を減らそう」と努

力するようになりました。

　もうひとつは、南伊豆町立三浜小学

校の5年生10名との学びあいです。1

学期に体験学習のため同町の子浦を訪

ねた際、一緒にカヌーに翻ったのがふ

れあいの始まりでした。以来リサイク

の意気込みが伝わってきます。　　　轄調　　　　　　慰＿懸騨、　です。

親親 慮痛．、＿“の当を得た意貝編i

　　　　▲熱心に授業を聞く子どもたち

　5時問目の視聴覚室。訪ねてみると、

すでにモニターには三浜小の教室が映

し出されていました。回を重ねたとは

いえ、先生の回すカメラやモニターに

少し緊張気味な様子で授業開始です。

蕊瀕・チェック表（各自が3日間家庭

こみや資源となるものの量を種類別に

記録する表）をつけてみたら、ペット

ボトルやビニール袋が増えていたので、

これからは減らしていきたいです。

灘鑛蒙私たちは、こみを減らすために

はお菓子をあまり買わない、むだ遣い

をしない、お父さんにはタバコやカン

入りのビールを減らしてもらおうと考

えました。

ましょう。もしもらってしまったら、

何度も活用してほしいです。

「舞縫ぼくの家は魚屋です。みんなが

お皿を持って買いに来るのでうちのや
り方はいいと思います。　　　　　　　（）

鍍　　・ぼくたちは省工ネグループだ

けど、環境のことを勉強したら電気の

つけっぱなしをやめるようになりました。

興野i・うちのお母さんは洗い物をする

とき水を流しつぱなしにするので、こ

の前「止めて」と頼みました。

露鎌・スーパーの袋はなるべく断り

．蚤残り錯し焔「バ

翻そうしたらどうなりましたか。
講癒少しは止めてくれたけど、まだ

やっています。

翼轡貌・水を節約するのは大切なこと

なので、これからも続けて下さい。

，4“イ止長
　ひとしきり意見交換が済むと、迫り来

るチャイムの時を前に名残りを惜しむか

のようなおしゃべりが始まりました。「三

ツ沢小はクラス替えあるんですか。うち

はありません」　「いいなあ」などなど。

春から始まった交流は授業のみならず個

人的な文通にも及んでいるだけに、寂し

さもひとしおでしょう。なかなか止まな

い「バイバイ」の声。どうやら、この先

もずっと交流は続きそうです。

月刊リサイクルデザイン0・・1・3 20034
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分別収集の拡大

横浜市の一般廃棄物処理基本計画が「横浜G30プラン」と改定

され、「横浜G30行程宣言～350万人の挑戦～」として発表さ

れました。この中期政策プランの15年度の事業の中から3事業

についてこ紹介します。

いままで家庭こみになっていた資源：がリサイクルされます

　家庭こみの減量化・リサイクルをより一

層推進するために、現在実施している、家

庭こみ・粗大こみ・毎・びん・ペットボトル

等に新たに、食品トレ」、卵パック、レジ袋

などの「その他プラスチック製容器包装」、
ざつがみ

新聞、雑誌・雑紙、段ボール、紙パックなど

の「古紙」、「古聖」、「スプレー缶」、ガラス、

陶磁器くずなどの「不燃物」を分別収集品

目に追加します。又、分別収集拡大の本格

実施に向けて、市内全区でモデル地区を定め、

10分別15品目の分別収集モデル事業を

実施します。

●問い合わせ・・………………・………・…・…鷺

　環境事業局家庭系こみ鮒策課

　TEし671－38署9

実施時期平成15年10月予定
対象世帯数　約40，000世帯（1区あたり2200世帯）

㊥5分別7湘
家庭こみ

　　騨L離＿

　　こみ

缶・びん・

ペットボトル

粗大こみ

小さな

金属類

使用済み

乾電池

ゆ

⑳10分別15品目
家庭こみ

　　織1

缶・びん・

ペットボトル

粗大こみ

鰍．．灘．量1ヒ

小さな

繍畿

’

使用済み

乾電池

圏
馨

新たに収集する品目1

生塁みコンポスト化推進事業

家庭用電気エ鉢生こみ処理機の購入助成があります
　家庭から出されるこみのうち約3096は

台所などから排出される生ごみです。市民

一人ひとりが、食べ残しをしないなど、生ご

みの発生量そのものを減らすとともに、資

源化をすすめるための事業です。

　家庭用電気式生ごみ処理機は、マンショ

ン等の集合住宅でも取り組めることもあり、

市民からの要望の高いものです。家庭での

生ごみの減量化・堆肥化を促進するために「家

庭用電気式生ごみ処理機」の購入助成をし

ます。

⑫助成基数：1，000基（1世帯1基）

●助成額＝購入額の2分の1、上限20，000円

鰺募集期間：4月から6月30日（月）まで

　　　　　　（6月30日の消印有効）

●申込方法＝往復はがぎに郵便番号・住所・氏名・電話番号と

　　　　　　「電気式生ごみ処理機購入助成希望」と記入し、

　　　　　応募して下さい。

　　　　　※応募者多数の場合は、抽選となります

●申込先………………一・………・・………・…・……・………・・…・……………・……………

　苧詮31－00η（郵便番弩のみで可）横浜市環境事業局「憲鷹野羅灘対策課

　TEし671－2553

NQ　103　20034 ④月刊リサイクルデザイ・
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資源デポ全区展開事業

資源回収ボックスが増え、

生かせるようになります
　市民が分別した資源物をいつでも持ち込

める回収拠点として、資源回収ボックスが

あります。地区センターなど市民利用施設

に設置され、その施設の開館時間中ならい
　　　　　　　　　ざつがみ
つでも新聞、雑誌・雑紙、牛乳パック、古布

の4品目を持ち込むことができます。

　この資源回収ボックスを現行の5区53

カ所から15年10月に市内全区100カ所

に設置拡大し、分別排出が便利に行われる

ようにするとともに、紙類や布面など資源

物の回収量の増大を図ります。あわせて、

あらたにリターナブルびんを回収品目に加え、

びんのりユース（再使用）を促進します。

リターナブルびんを

㊥5区53カ所

牛乳パック

瓢

ゆ

　　15年10月から

　　18区100カ所
臨市民利用施設などに設置

新聞

雑講・雑紙

牛乳パック

灘 ⑳

－
k

、

●思し、禽薯つせ・…　一…　一・一。・・・…　。・・い・・…　一・…　一

　環境事業局家庭系こみ古型課

　TEL　671－2553

古布

場

当

灘鎌
　　．霧

三布

霧．＿劉繋
。）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

難欝雛簸麺霧

●4月6日（日）

・泉区センターリサイクル

　環境事業局買事務所構内

　時間＝午前9：00～12：00

　※雨天実施、車で搬入可

回収品目

　新聞、雑誌、段ボール、紙鴻ン久

　古着、藤布、毛布、カーテ7、着物、

　酒びん、ビールびん、アルミ缶、ス

　テール缶、小物金属

問い合わせ

　環境事業局泉事務所

　TEL　803－5191

●4月5日置土）　　　　　　　1

・センターリサイクルinせや

　瀬谷区　；ツ橋公園

　時間：午前9＝00～12：00

　※雨天中止、車で搬入可

回収品目

新聞紙、雑誌、段ボール、紙ノ彰ク、

古着、古布、毛布

閤い合わせ

　環境事業局瀬谷事務所

　TEL　364『0561

●4月13日（日）

・かながわセンターリサイクル

　神奈川区反町公園

　（神奈川区役所側）

　時間＝午前10＝OO～午後1100

　※雨天実施

回収品目

　新聞、雑誌、段ボール、牛乳バンク、

　古着、古墨、白色トレー、リターナ

　ブルびん

問い台わせ
　コニコライフかながわ

　TEL　413－3196

●4月20日（日）

・旭区センターリサイクル

　環境事業局旭工場内

　時間：午前9：00～12：00

　※雨天実施

回収品目

　新聞、雑誌、段ボール、紙パック、

　繊維類、リターナブルびん、アル

　ミ缶、スチール缶

問い合わせ

　環境事業局旭事務所

　TEL　953顧481｛

月刊リサイクルデザイ・⑤
No　103　20034
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　置田耕治さん

1946年（昭21年）12月14日生まれの56歳。横浜市出身。妻、長男、
次男、母の5人家族。趣昧は登山。昨年は妻と北海道の大雪山に登る。自
然を満喫することでストレスを発散。
「苦労をかけたから」と妻を思いやる夫。理想の熟年カップルである。

ク

リコースびんの厳しい瑚実
　「ビールびんのす～コいとこはね、管理、回収まですべて企業がお金を負担

していることなんですよ。税金を1円も使ってない。す～コいでしょ」。置田さ

んにそう言われ、横浜市が週1回、回収している缶、びん、ペットボトルのこ

とが頭にうかびました。昔からなじみのある、そんな優れもののびんビール

は今、缶ビールや発泡酒に押され生産量は減る一方です。

時の運と樋浜なら℃憾の咄の利たいかして

　置田さんの父親がびん商を始めたのは

戦後まもなく。近くに米軍の宿舎があっ

た頃です。そこから出る大量のビールび

んを集めました。びんはとても貴重でした。

桜木町に操車場があったことも幸いしま

した。「時の運と地の利があったんですね。

生まれた時からまわりはびんだらけだっ

たよ」

　その後、酒問屋の勧めで運送業も兼ね

るようになった置田商店は、ビールの空

多くのりターナブルびん炉
ワンウエイぴんとして扱われている

　　　この10年、リユースびんは缶やペット

　　ボトル、紙パックに猛烈な勢いでシェアを

　　奪われています。「ペットボトルは割れな

　　い、軽い、かさばらない。しゃくだけど、

　　これは負けてるね」時代は技術革新で変

　　わっていくから仕方がないと思いつつも、

　　大量生産、大量消費に慣れてしまってい

　　る日本人に対して、少し不満はあります。

　　「『足るを知る』それで十分じゃなし、のか

、　な」地道に暮らすのが日本人の良さでも
ノ

　　ありました。

　　　妻の明美さんはドイツに行って驚きま

　　した。「ドイツにもペットボトルや缶はあ

びんを集め、運賃という国力口価値をつけ

てビール会社に運ぶことを始めます。ビ

ール会社の資産であるビールびんを集め

運ぶことは、びんビールが全盛を極めて

いた頃は大いに実入りのある仕事でした。

しかし、びんビールの需要が減るにつれ、

次第に苦しい状況に追い込まれていきます。

麟警翻獣盤離
は言います。　　　　　　　　　　　＆

ります。でも、それを利用するのはアウト

ドアや旅行の時だけ、自宅では、びんビ

ールだし飲み終わったら返していますね」

　この「返す」ことが、日本では徹底で

きていません。置田さんの所では1年で

約15万本もの返ってくるはずのりユー

スびんが返らず、空箱だけが返されてい

ます。つまり15万本ものりユースびんが、

再利用されずに破棄されるかワンウエイ

ぴんとして扱われていることになります。

「カレットにして溶かしてまたびんを作る

より、洗ってリユースする方が環境負荷

はずっと少ないと思うよ」リユースびん

は10回、20回と使うことに意味があります。

　循環型社会を目指して様々な取り組み

がなされる一方で、こうして環境負荷の

少ないリユースびんが年々少なくなって

いく現実を、私たちはどう受け止めたら

よいのでしょう。「最初は抵抗があっても

便利な物に慣れてしまうと、平気になっ

てしまいますね」と明美さん。便利で手

軽な物を求めてしまう私たちの暮らしを

もう1度見直し、「価値観を変えていく」

必要がありそうです。子ども達への教育

としつけも大切なことだと置田さんは考

えています。

／

uM 昏｛酬 トイレ躰ぺ肥⊃パーは再誕が笏薫り応え。

てトイレ起驚し窃やつ虎ら園生で零な脇禽／穏か暢。・

藩
踏貫）イク応環≒イ鑓
トイ［」ク夢［面戸面心

》1♂3郵ピ護
鴨薩閥謙鰯イ藤
　クルデザインの関係者いわく、「ティ

　ッシュを使うと鼻の下がこわごわにカ

　るのに、このトイレットペーパーが

観鶉鷺1講，
　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ

　ゼ嘱，ド Z

け鰍　　　び⊃＜リミー
　　　　　　　　　　　　へう　　．にするとずっしり重い。㌧ド〉

　れもそのはず、ふつうのトイレッ1

ペーパー（シングルで60m）の2倍
以上の長さ（130m）です。「使って　璽

も使ってもなくならないんですね」

　’の声も寄せられるほど（もちうみ

　　「、つかはなくなるけど）

　　　　　　　　　　　　　　　注文受付は1ケース（48コ入綴6コ入りパックx8）より
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大根飯入りいなりずし
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大根の葉（さっとゆがいて
みじん切り）、／4cup

1）油揚げはさっと
熱湯をかけてから、
　　　　　，の5
　　　　　．　　　　　　　　　　、
　　　　　の　　　　　　　　　　　つ
　　　　　し　　　　　　　　　　　ほ
　　　　　ら㌔亀　、’
　　　　’・b　　　　竜　　’
　　　　「　　・　　　●　’

楽弓下お
しはの花
　　、

4）冷めたら
　こま　大根葉

撫無籍
　　　　　　　　o

醤
aの調味料で
落し蓋をして
汁気がなくな
るまで、煮る

！　　、　．亀

2）米はbを加え普通に炊く
3）炊けたら熱いうちに酢を
　まぜる

　　　　　　　　　　　　5）ノ
　　1）の油揚げの汁気を絞り、

ごはんを詰めて、出来上がり

　　すそ　もの

《裾物三品》 W
ザ
撫

ご
臣
　

疹

藤

7
謹

一謂

1メ理

鰐

　　　　すそもの
皆さんは「裾物三品」という言葉を知っているでしょうか？

　　　　　　　　　　　　　欝論

結
）

o

o

　ちょっと聞き慣れない言

葉ですが、　「裾物三品」と

は古紙のリサイクルで使う

言葉で

「ダンボール・新聞・雑誌

と雑紙」という三種類の紙

のことを表した言葉です。

　この裾物三品は、古紙の

リサイクルの半分を占めて

いて、ダンボールは主にダ

ンボールに、新聞は主に新

聞・雑誌・台紙に、雑誌は

主に中芯というダンボール

の間の紙にリサイクルされ

ています。

ダンボール・紙筒など

　
　
　
　
　
ピ
　
む
ゆ

　
　
　
　
凱
，
慮
畿

　
　
　
　
で
ら
ま
み

織撫

新聞・雑誌・台紙など

艦　その他の紙では色

　上残紙・見当・上
　白・模造とまだまだ

　紙の種類はありますが、

　この裾物三品は家庭

　の中でよく使われる

　紙だけあって、より

　多くリサイクルされ

　ている紙です。

中編・ボール箱など

　しかし、家庭で使

われる紙類の約30
96ぐらいはまだこみ

と一緒に捨てられて

いますので、皆さん

も分別・リサイクル

にこ協力下さい。

／

1

月刊リサイクルデザイン⑦
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リサイクルデザインサポーター
協力会員募集！

●横浜市資源リサイクル事薬協同組合

（リサイクルデザイン発行母体）では、協

力会員（通称リサイクルデザインサポー

ター）を募集しています。

リサイクル・環境教育・街づくりに関心の

ある方、自然環境との共生にお知恵のあ

る方。リサイクル情報誌「月刊リサイク

ルデザイン」を通じて、リサイクル問題

の現状や、「循環型都市よこはま」づくり

について、一緒に考え実践していきたい

と考えています。

リサイクルデザインサポーター登録の方

へは、組合イベントのこ案内や情報誌「月

刊リサイクルデザイン」を毎月無料でお

送りいたします。

●申込右法

お申込は、FAXメール、またはお電話で、

下記資料請求先へ

　1ご住所　2お名前　3電話番号

4「リサイクルデ

ザインサポーター

申込希望」とこ明

記下さい。折り返し申込書をお送りいた

します。

●資料請求先

横浜市資源リサイクル事業協同組合

　電話　045－316－4050

　FAX　O45－316－6050
Eメールmall＠recycledes［gn　or　jp

●参加資格・条件

1横浜市内にお住まいの個人および団

　体（集団回収実施団体・市民団体など）

　の方

2私たちの活動をご理解、こ支援してい

　ただける方

3ご本人の入会意思と、正組合員の推薦

4脱退は三三1」自由です

5入会金や年会費はありません

出器趨鎌ず
　リサイクル組合の組合員が、学校で

リサイクルの話をする「出前講師」に

なったきっかけは、ある生徒さんがリ

サイクルデザインに載った、ある組合

員の記事を読んで、　「この人の話が聞

きたい」と先生に希望したことから始

まっています。

　リサイクル組合では、地域や学校な

どのこ要望に応じ、出前講師を派遣し

ます。こ希望の方はぜひご相談ください。

問合せ　TEL　O45－316－4050

2002～03年　出前講師派遣状況

環鋳 学校名 対象

5／29 南区六ツ川小学校 4年生

6／13 緑区長津田小学校 4年生

9／26 旭区上白根小学校 4年生

11／13 戸塚区戸塚中学校 全校生徒

11／25 緑区緑園西小学校 5年生

12／4 南区共進中学校 全校生徒

2／14 瀬谷区相沢小学校 6年生

2／17 4年生

2／18 港南区小坪小学校 5年生

○
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　　　》り骨ら生まれた粧ひも

採卵　　　　　　　　　　　　1山暑

　　　　　　　　　　　　結暮一、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ舜　　　郵

欝難　　く

曝し1論ノ
筆
巻
き
の
畏
さ
9
◎
撮
ド

戸　　； 、、、P@　　　　　　　覧?A∵鱗　一
　　㌔　　　　　㌦　　　　　　　　　一

ｷ　　　　　　　　　　　　㌔黶@送料∴。一　　　　　　　㌔孕、　　　　　　　　　　　　、、

パラ売り 1巻250円
1～6巻400円
V巻～600円

　　　㌦宅　　∫

ﾐ売り
　　ア
�
`
窃
箱
．
　
さ

1箱n500円（1巻230円）

価格に
璽箱50巻）
@　　　　・・、10箱ッ

　　博
1箱9500円
i1巻190円）

含まれます

お申し込み　　横浜市資源リサイクル事業協同組合

お問い合わせTELO45－316・4050　FAXO45・316－6050

小結くん販売場所／●横浜市金沢区・緑区・中区・都筑区

の区役所売店　●グリーンバザール（南区）●ブックショップふ

れあい戸塚店（戸塚区ダイエー横）・大船店（鎌倉市小袋谷）●

コミュニティストアすずきや（戸塚区）●エコロジーショップエ

ッセンス（中区）●御菓子処おきな堂（神奈川区）●村松商店（鶴

見区生麦ヰ10－17）　　　販売してくださるお店募集中！

NoTO320034 0月刊リサイクルデザイン
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リサイクルデザインのロゴマーク

　2つの円形は血管を表しています。右の赤

い円形が動脈、左のにじんだ円形が静脈。私

たちは、産業全体の中の静脈部分を扱ってい

ますが、静脈の正常化だけでなく、動脈の正

常化も同時に目指していきたいと考えます。
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●リサイクル標準価猪表　20◎3鴛轟三
部ii塗壁｛恥♂ム　　＿乱

買入価格 業者の売値
1キロ当たり 1キロ当たり

新聞 ＊＊＊ @　　　0円 5～6．5円

雑誌
＊＊ @　　　0円 2～25円

段ボール ＊＊@　0～一4円 3円
衣類くず ＊＊ @　設定不能 0～1円
アルミ缶 ＊＊＊＊ P0～15円

＊集団回収にはξ買入健格まを適思、挙＊麟

謝＊＊醐の場合あ疹綿価寿鴇島蕪と詳密1斉の懇格・

★50◎キロ以上集國郵採する団体の適屠価務です。

　取引条件により多少変化しまずガ

★事業覆から発生したものは集団二二の対象になりません。

　事業所ことに業者と直接～を相談ください。

★集団回収以外の段ボール回収は、1圏3◎OO円以上の手数

　料かかかります。段ポールは必ず束ねて出してください。

旧訓　　ム　　懲 醗㈱　　躍　　懇 縷隣　　ム　　霧
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●
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○
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昨
年
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月
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組
み
始
め
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出
張
リ
サ
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ル
教
室

出
前
講
師
」
も
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
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鞭
を
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っ
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験
な
ど
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く
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い
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ザ
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ま
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方
た
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
ホ
ン
ト
」
を
知
っ
て
も
ら

い
た
く
っ
て
、
紙
は
ど
う
や
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
か
ワ
ガ

ラ
ス
は
何
回
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
る
か
ワ
汗
を
か
き
な
が
ら
の
授

業
で
す
。
今
日
も
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
の
嵐
に

圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
疑
問
に
答
え
て
い
き
ま
す
。

毎
回
思
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
で
す
。

「
な
ぜ
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
の
つ
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
意
地

悪
な
質
問
を
、
今
日
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の
最
後
に
し
て
み
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
答
え
た
と
思
い
ま
す
か
つ

是
非
と
も
、
小
学
校
（
高
学
年
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
…
）

に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
た
ず
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
私
た
ち
大
人
が
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
答
え
が
聞
け
ま
す
よ
。

FAX　O45－316－5122
Eメールmail＠recycledesign．or．jp

鱒灘腿螺　　懸

群鶴羅顯話轟霧玩禰

　　　　このビデオは、暮らし

　　　の中から出る資源量（古

　　　紙・窪き三等）がどのよ

を瞬うにリサイクルされてい
盤麟魯がを、一人の小学生の

幽幽通もで見ていく様子

が織かれています。ぜひ

リサイクルの学習等にご

活用ください。　　　　　、

●ビデオテープ貸し出し、乙購入の

　お問い合わせば下記まで。

　横浜市資源リサイクル事業協同組合

　　TEL　O45騨316・4050
　　FAX　O45階316・6050
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